
　（一般会計等＝一般会計＋扇町土地区画整理事業特別会計）

　平成30年度決算における、統一的な基準による財務書類は次のとおりです。

（単位：百万円） （単位：百万円）

43,008

142,520 54,707 人件費（職員給与費、退職手当引当金繰入額など） 7,550

有形固定資産 134,615 固定負債 49,968 物件費等（物件費、減価償却費など） 12,573

無形固定資産 232 流動負債 4,739 補助金等 7,379

投資その他の資産 7,673 社会保障給付（生活保護費、就学援助費など） 10,308

5,669 その他の費用（支払利息、繰出金など） 5,197

うち 現金預金 2,458 93,482 1,232

148,190 使用料及び手数料 650

その他 582

179

67

（単位：百万円） 41,888

2,161

39,910

42,071

△ 2,653 （単位：百万円）

5,575 93,794

2,922 △ 41,888

542 41,561

4,231 税収等 29,411

4,774 国県等補助金 12,149

50 16

2,258 93,482

2,458

本年度末資金残高

財務活動収支　③

財務活動収入（地方債発行収入など）

【概要版】平成30年度決算
※百万円未満を四捨五入しているため、
合計金額が一致しない場合があります。

貸借対照表は、市の資産、負債及び純資産を表したものです。 行政コスト計算書は、1年間の費用・収益の取引高を表したものです。

その他の変動額（無償取得など）　④

財務活動支出（地方債償還支出など）

本年度資金収支額　①+②+③

純資産変動計算書は、純資産の1年間の増減を表したものです。

資金収支計算書は、1年間の現金の流れを表したものです。

【資産の部】 【負債の部】 経常費用合計　①

経常収益合計　②

臨時損失合計　③

臨時利益合計　④

純行政コスト　（①-②）+（③-④）

業務活動支出（人件費、物件費、補助金など）

前年度末純資産残高　①

純行政コスト　②

投資活動支出（公共施設等整備費、基金積立金など）

会津若松市の財務書類【一般会計等】

【純資産の部】

本年度末現金預金残高（歳計外現金を含む）

財源　③

本年度末純資産残高　①+②+③+④

固定資産合計

流動資産合計

資産合計　①

負債合計　②

純資産合計　①-②

業務活動収入（税収、国県等補助金、使用料及び手数料など）

業務活動収支　①

投資活動収支　②

投資活動収入（国県等補助金、基金取崩収入など）

貸借対照表

資金収支計算書

行政コスト計算書

純資産変動計算書



　（全体財務書類＝一般会計＋市のすべての特別会計）

　平成30年度決算における、統一的な基準による財務書類は次のとおりです。

（単位：百万円） （単位：百万円）

66,936

175,802 71,552 人件費（職員給与費、退職手当引当金繰入額など） 8,287

有形固定資産 165,186 固定負債 65,211 物件費等（物件費、減価償却費など） 15,520

無形固定資産 998 流動負債 6,341 補助金等 30,465

投資その他の資産 9,618 社会保障給付（生活保護費、就学援助費など） 10,330

9,177 その他の費用（支払利息、繰出金など） 2,333

うち 現金預金 5,318 113,428 4,455

184,979 使用料及び手数料 3,595

その他 859

190

69

（単位：百万円） 62,603

3,832

62,435

66,267

△ 4,061 （単位：百万円）

7,302 113,300

3,241 △ 62,603

295 62,683

4,933 税収等 37,859

5,228 国県等補助金 24,824

66 47

5,119 113,428

5,318

本年度末資金残高 本年度末純資産残高　①+②+③+④

本年度末現金預金残高（歳計外現金を含む）

会津若松市の財務書類【全体】

財務活動収支　③ 財源　③

財務活動支出（地方債償還支出など）

財務活動収入（地方債発行収入など）

本年度資金収支額　①+②+③ その他の変動額（無償取得など）　④

業務活動収入（税収、国県等補助金、使用料及び手数料など） 純資産変動計算書は、純資産の1年間の増減を表したものです。

投資活動収支　②

投資活動支出（公共施設等整備費、基金積立金など） 前年度末純資産残高　①

投資活動収入（国県等補助金、基金取崩収入など） 純行政コスト　②

資金収支計算書は、1年間の現金の流れを表したものです。 臨時利益合計　④

純行政コスト　（①-②）+（③-④）

業務活動収支　①

業務活動支出（人件費、物件費、補助金など）

流動資産合計

純資産合計　①-② 経常収益合計　②

資産合計　①

臨時損失合計　③

【純資産の部】

【概要版】平成30年度決算
※百万円未満を四捨五入しているため、
合計金額が一致しない場合があります。

貸借対照表は、市の資産、負債及び純資産を表したものです。 行政コスト計算書は、1年間の費用・収益の取引高を表したものです。

【資産の部】 【負債の部】 経常費用合計　①

固定資産合計 負債合計　②

貸借対照表

資金収支計算書

行政コスト計算書

純資産変動計算書



　○会津若松市の連結の範囲

＜一部事務組合等＞

・会津若松地方広域市町村圏整備組合 （単位：百万円）

・福島県市町村総合事務組合 80,855

・一般会計 ・福島県市民交通災害共済組合 人件費（職員給与費、退職手当引当金繰入額など） 9,996

・区画特会 ・福島県後期高齢者医療広域連合 物件費等（物件費、減価償却費など） 17,757

＜地方三公社＞ 補助金等 39,978

・水道事業会計 ・会津若松地方土地開発公社 社会保障給付（生活保護費、就学援助費など） 10,336

・国保特会　・観光特会 ＜第三セクター等＞ その他の費用（支払利息、繰出金など） 2,788

・市場特会　・介護特会 ・（株）まちづくり会津 6,280

・三本松特会 ・（一財）会津若松市勤労者福祉サービスセンター 使用料及び手数料 4,005

・後期高齢特会 ・（公財）会津若松文化振興財団 その他 2,274

・（一財）会津若松観光ビューロー 195

・（公財）会津地域教育・学術振興財団 51

74,719

（単位：百万円）

（単位：百万円）

73,857 120,302

有形固定資産 固定負債 67,205 △ 74,719

無形固定資産 流動負債 6,652 75,237

投資その他の資産 税収等 37,913

国県等補助金 37,323

うち 現金預金 119,775 △ 1,043

119,775本年度末純資産残高　①+②+③+④

財源　③

その他の変動額（無償取得など）　④

純資産変動計算書は、純資産の1年間の増減を表したものです。

前年度末純資産残高　①

純行政コスト　②

会津若松市の財務書類【連結】 【概要版】平成30年度決算
※百万円未満を四捨五入しているため、
合計金額が一致しない場合があります。

貸借対照表は、資産、負債及び純資産を表したものです。

行政コスト計算書は、1年間の費用・収益の取引高を表したものです。

臨時損失合計　③

経常費用合計　①

臨時利益合計　④

純行政コスト　（①-②）+（③-④）

経常収益合計　②

11,572

7,447

193,632

　　連結財務書類とは、会津若松市とその関連団体・法人を合わせて、
　ひとつの行政サービス実施主体とみなして作成する財務書類のことです。

【純資産の部】

170,107

182,060

1,281

10,672

【資産の部】 【負債の部】

固定資産合計 負債合計　②

流動資産合計

純資産合計　①-②

資産合計　①

貸借対照表

行政コスト計算書

純資産変動計算書

一般会計等

全体財務書類

連結財務書類


